
ぎふに求められる農泊資源と
農泊ネットワーク構築の意義

「ぎふの田舎へいこう！推進協議会



活動の経緯紹介・・・三島 真

平成29年5月16日
「ぎふの田舎へいこう！」推進協議会設立総会

◍平成29年 岐阜県グリーンツーリズム協議会の事務局
が行政から民間による運営へ

《経緯》
◍平成 4年 農水省内にグリーンツーリズム

研究会が設置される

◍平成 7年 「農山漁村滞在型余暇活動のた

めの基盤の促進に関する法律
（農村休暇法）が制定される

◍平成 8年 郡上八幡・山と川の学校を始める
◍平成15年 冒険キッズ参加者が年間１万人を超える
◍平成16年 冒険キッズのスタッフの移住が相次ぐ
◍平成17年 冒険キッズのスタッフOBによる新たな試み

「メタセコイアの森の仲間たち」「猪鹿庁」
「こうじびら山の家」etc

◍平成19年 農水省『立ち上がる農山漁村』の選定
◍平成20年 郡上市に『子プロ』のための協議会設立
◍平成27年 明宝ツーリズムネットワークセンターへ移籍

「ぎふの田舎へいこう！」推進協議会事務局長



若者たちが、デザインやWEB等
のスキルを発揮！
取り組みに新しいポテンシャル
が加わる



活動の経緯紹介（三島 真）

平成29年5月16日
「ぎふの田舎へいこう！」推進協議会設立総会

◍平成29年 岐阜県グリーンツーリズム協議会の事務局
が行政から民間による運営へ

《経緯》
◍平成 4年 農水省内にグリーンツーリズム

研究会が設置される

◍平成 7年 「農山漁村滞在型余暇活動のた

めの基盤の促進に関する法律
（農村休暇法）が制定される

◍平成 8年 郡上八幡・山と川の学校を始める
◍平成15年 冒険キッズ参加者が年間１万人を超える
◍平成16年 冒険キッズのスタッフの移住が相次ぐ
◍平成17年 冒険キッズのスタッフOBによる新たな試み

「メタセコイアの森の仲間たち」「猪鹿庁」
「こうじびら山の家」etc

◍平成19年 農水省『立ち上がる農山漁村』の選定
◍平成20年 郡上市に『子プロ』のための協議会設立
◍平成27年 明宝ツーリズムネットワークセンターへ移籍



岐阜県に
民間のグリーンツーリズム
ネットワーク組織ができる

2017年5月16日



「ぎふの田舎へいこう！」
推進協議会 会員数

■設立時(2017)： 40団体
■現 在(2022)：127団体

＊上記127団体中、実践団体は
86団体

①宿泊体験施設（民宿・ゲストハウス等） 20

②地域協議会 10

③棚田組織 6

④農園/生産者 10

⑤体験団体 8

⑥地域振興（地域づくり協議会など） 9

⑦公共施設・団体（道の駅/観光協会など） 5

⑧特産品加工販売 5

⑨総合体験施設（農業体験交流施設など） 4

⑩その他 9

合計 86



どんな団体が増えてきたか？ ①宿泊体験施設（民宿・ゲストハウス等） 20

②地域協議会 10

③棚田組織 6

④農園/生産者 10

⑤体験団体 8

⑥地域振興（地域づくり協議会など） 9

⑦公共施設・団体（道の駅/観光協会など） 5

⑧特産品加工販売 5

⑨総合体験施設（農業体験交流施設など） 4

⑩その他 9

合計 86

＊農的暮らしをはじめた移住者
＊ゲストハウスをはじめた移住者
＊移住して移住地の発信をはじめた人

農業・農村の補完的収入としての
グリーンツーリズム

↓
移住者等によるライフスタイルの
発信

ライフスタイル提案型
が増えている！

以
前

現
在



・新しい発想
・モチベーションの高さ
・現代的スキルが高い
（デザイン・SNSなど）

・地域を知らない
・人脈がない
・伝統的スキルを

持っていない

ライフスタイル提案型の
新しいグリーンツーリズムの

強みと弱点

＜強み＞ ＜弱点＞



従来型の
グリーンツーリズムの

強みと弱点

・高齢化、後継者難
・マンネリ、新しい発想
にかける
・現代的スキルに弱い

＜強み＞ ＜弱点＞

・地域の自然や暮らしと
つながっている
・人脈がある
・伝統的スキルがある



従
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型
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地域の持続可能性の
新しい形としての農泊

従来型とライフスタイル提案型で創る
新しい持続可能な姿をめざして！

今、ぎふに求められる農泊の姿



高齢化地域の高いスキルとライフスタイル
提案型の新しいスキルをつなごう！

新しい持続可能な
姿とは？

連

携



「ぎふの田舎へいこう！」推進協議会のネットワークを活用した取り組み

新しい持続可能な
姿とは？

■アドバイザー派遣事業（岐阜県） 県が実施しているアドバイザー派遣事業を活用して他地域の
成功例のキーマンを紹介

＊郡上市→白川町（民泊による修学旅行誘致のキーマン紹介）

■農泊支援助成金事業 地域連携を図って農泊プログラムを作る団体に、その経費の
半額を助成する。（2019年度〜）

■ぎふグリーンツーリズム
ネットワーク大会

全県の実践者が一堂に介して交流・意見交換（本年度で12年目）
2021年度・・・「マッチング型分科会」実施

従来型とLS提案型でハイブリッドな
新しいグリーンツーリズムを作ろう！



従来型とライフスタイル提案型の連携で
持続可能なグリーンツーリズムをつくる。

土 台

受入地

飛 躍 ぎふのグリーンツーリズムの発信力をつ
けて、ブランド力を高める。

↓



ぎふの発信力
をつける！

一元的情報発信を強化する！
ぎふのグリーンツーリズムをブランディングしよう！

「ぎふの田舎へいこう！」推進協議会には、２つのホームページがあります。

公式サイト

一般市民への発信サイト

＊県から委託されて協議会が運営

会員サイト

「ぎふの田舎へいこう！」推進協議会
の会員のための情報提供サイト



＜会員サイトからの情報収集＞

「会員サイト」のトップページにある
「宣伝代行」をクリックする

↓

右のようなフォームにHPやSNSの
URLを記入するだけでOK

↓







ぎふの発信力
をつける！
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一元的情報発信を強化する！
ぎふのグリーンツーリズムをブランディングしよう！

まずは、ぎふのグリーンツーリズムを知ってもらおう！



ぎふの発信力
をつける！

GIFU-DO通信

＊毎年春に「道の駅」で配布

・42の県内の団体を紹介
・県内のグリーンツーリズム
を一元的に案内する
ホームページの紹介



ぎふの発信力
をつける！

世界文化遺産の里と冬を満喫する

「 雪遊び貸切りプラン」

ト ヨ タ白川郷自然学校

0 .59/2 .22 H DH D

白川村

ぎふのグリーンツーリズムを、動画で知ってもらおう！

一元的情報発信を強化する！



ぎふの発信力
をつける！

ぎふらしい農泊を発信する！
ぎふのグリーンツーリズムをブランディングしよう！

「ぎふって、どんな感じ？」に答える
「ぎふらしい農泊実践モデル地域」を選定し、
一元的に発信します！＜現在準備中＞

＝GIFU-DO農泊
ぎ ふ ー ど の う は く
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参加申し込み

（会員制度）

「ぎふらしい」受入地の
持続可能性を高める
ボランティア活動を
含んだ農泊プログラム


